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子育て応援課

島田市ならではの子育て支援
～家庭で子育てしている親子への支援～



「しまだ子ども未来応援プラン」基本理念
子育てしやすいまち

パパ・ママが住みたくなるまち
子育て応援都市 島田

○子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重され
るよう子どもをまんなかにした子育てを考える。

○子どもの健やかな育成のために親自身が子育てについて学び、
成長していくことができるよう、「親力の育成」を推進する。
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地域子ども・子育て支援事業（14事業）
（１）放課後児童健全育成事業（放課後児童ｸﾗﾌﾞ）
（２）時間外保育事業
（３）一時預かり事業
（４）病児・病後児保育事業
（５）子育て援助活動支援事業

（ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ）
（６）地域子育て支援拠点事業

（地域子育て支援ｾﾝﾀｰ）
（７）利用者支援事業（子育てｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ）
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国の示した子育て基本施策



地域子ども・子育て支援事業（14事業）
（８）乳児家庭全戸訪問事業（赤ちゃん訪問）
（９）養育支援訪問事業
（10）要保護児童対策地域協議会による要保護児童に

対する支援事業
（11）妊婦健康診査事業
（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業
（13）子育て短期支援事業
（14）多様な主体が本制度に参入することを促進する

ための事業
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国の示した子育て基本施策



子育てコンシェルジュ（ H26.4～子育て応援課に開設 ）

児童に関わる子育ての総合窓口であり、相談を受け解決に向けて
寄り添っていく専門員です。 （正規１、嘱託員１）

＜活動内容＞
・定期的に地域子育て支援センター
（10か所）に出向く。担当者と情報
共有し連携する。

・子育て世代包括支援センター
【てくてく】と情報共有し連携する。

・７ヶ月児相談、1歳6ヶ月児健診や
ＮＰ講座、ＢＰ講座等に参加して
子育て情報の提供したり、困り感に
寄り添う。

・家庭に訪問したり、地域の子育て
交流の場へ同行をし、孤立を防ぐ。
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実施している事業



島田市子育てコンシェルジュの目的
未就園児童の保育所等への入園相談と併せて、
全ての子どもに係る相談窓口であり、専門の職員が対応する。

 １、保護者（妊婦）からの相談を受け、
そのニーズに合った子育て支援サービスについての情報を提供する。

 ２、児童に係る悩みや発達の相談等を受け、子育ての助言をしたり、
他部署（専門関係機関）と連携し解決に導く。

 ３、関係機関との連絡、調整、連携、協働の
体制づくりとともに、地域の子育て資源の育成、
地域課題の発見・共有、地域で必要な
社会資源の開発等に努める。
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く

連絡調整、連携・協働の体制づくり、地域の子育て支援の育成、地域課題の
発見・共有、地域で必要な社会資源の開発等

保健・医療・福祉などの関係機関（役所、保健所、病院、児童相談所
等）

島田市役所
定期的に各地域子育て支援センターや
健診等に出向く

教育・保育施設及び地域子育て支援
事業等の利用支援・援助

（案内・アフターフォローなど）
保育所

幼稚園
認定こども園

児童発達支援事業

ファミ・サポ

家庭児童相談室地区担当保健師等

指定障害児相談支援事業所

個別のニーズの把握、
情報集約・提供・相談

・子どもを預けたい
・子どものことで
気にかかることがある

等々

子育て中の親子など

利用者支援専門職員（正１．嘱託１）

一時託児

地域子育て支援センター

育児サポーター

学校

一時預かり事業
アズママ

民間子育て支援団体

家事支援の事業所

病院
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市内の子育て支援関係機関

民間団体を一体化 島田市子育て支援ネットワークを設置
民間と行政の協働

島田市子育て支援
ネットワーク

保育園 16園
地域子育て支援センター

10箇所

幼稚園 8園
認定こども園 1園

ハンデキャップが
ある子どもたちを
支援するグループ

5団体
読み聞かせグループ

9団体
子育て支援
サークル 11団体

つどいの広場９団体
子育て広場 3団体

島田市
子育て応援課・保育支援課
健康づくり課・社会教育課
福祉課・図書館

社会福祉協議会こども館・児童センター
児童館3ヶ所、母親クラブ2ヶ所
放課後児童クラブ16ヶ所



◆子育て支援ネットワーク運営事務
・民間主体の自主的ネットワーク 参加団体：92団体
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実施している事業



◆子育てカレンダーによる情報発信事業
・今日の子育てイベントが直ぐに分かる
・預けたい相談したい他の子育て支援情報が分かる

10

実施している事業



◆育児サポーター派遣事業（H17～）･･･市単独事業
・育児経験のある保育士が
家庭を訪問し、育児支援（相
談等）を実施する。

対象者：妊娠期間中及び
出産後180日までの人

・ 利用時間（1回2時間以内）：
妊娠期間 計10時間
出産後 計30時間

・訪問回数：1160回／H27
・ 利用料：無料
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実施している事業



◆こども館運営事業
○プレイルーム「ぼるね」
・最新体育理論に基づく安全な遊具を
備えている

・利用時間：2時間の入れ替え制
・利用料金：未就学児 無料

小学生、市内大人100円 安い!!
市外大人 200円

○活動室：児童館的機能を備えている
利用料金無料

○年間入館者数：約100,000人
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実施している事業



◆結婚支援事業
・出会い、結婚の動機づけ

パンフレット制作
・出会い力の創造
・出会いの場の提供

◆島田市子育て応援サイト
『しまいく』スタート！ライン配信！
・子育て情報の総合的な窓口
・利用者の「知りたい」「相談
したい」「つながりたい」に
応じる

◆企業内子育て環境アップ事業
（商工課）

・育児休業を取得した男性と企業
を対象

・奨励金を交付
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新たな事業



島田市の特色ある子育て支援策
【実施している事業】

◆地域子育て支援センター（第一保育園「あそぼう会」）
“地域へ出る第一歩となる交流の場”

（H25～）
◆アラフォーマミーズの会
◆アラフォーダディーズの会（土曜日開催）

・30代後半～40代の親子の交流の会
（H27年度年間利用親子数）

マミーズの会･･･327人

ダディーズの会･･･15人
（父親のみの参加者数）
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◆外国人ママの会（H19～）
・母国を離れて島田市で子育てをしている親子の交流の場
・参加国名：中国、韓国、フィリピン、インドネシア、

メキシコ、ロシア等
（H27年度年間利用親子数）242人
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実施している事業



◆県外出身ママの会（H23～）
・県外出身の島田市で子育てをしている親子の交流の場

・北海道から沖縄県まで
出身地さまざま

拡大 拡大日本地図上の自分の出身地へシールを
貼っていますが、全国各地から市内で子育て
されていることがわかります。

（H27年度年間利用親子数）449
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実施している事業



市内の地域子育て支援センター数
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利用者数の推移

利用人数 ０歳児 こども 保護者 相談件数

H21年の利用者の減は1か所閉所したことの影響が大きい。
また、H27年の利用者数の減は保育園幼稚園への入園時期が早まっていることの影響と考えられる。
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つながる取組み
◆マイ支援センター登録 （H27～）

●市内10ヵ所の地域子育て支援センターが
妊婦さんと先輩ママの子育て仲間づくり
の場となる。

と ・対象者：子育て中の親子＋初妊婦を
新たに対象

・「子育てのかかりつけ医」のような役割

・初妊婦に対し母子健康手帳の交付時、
身近な地域子育て支援センターの説明をし
登録につなげる。
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H27年度 子ども・子育て支援新制度 開始から目指してきたもの
⇒「すべての子育てを支援する」

・「当事者目線」を大切にし、寄り添う。
保護者等の声を聴く。
SOSの出せる関係性を大事にする。

・「気になる家庭」増やさない･･･ 家族理解のアセスメントの重要性
支援者、人との関わり（エコマップの活用）

「子育てのことは子育てコンシェルジュに聞けばいいんだ」からの信頼関係を築く。
「ねえ、きいて～」と身近な存在となる。

保護者に「いいじゃん」「すごいじゃん」の認め褒めるエールを送ろう。
⇒ 「子育てが楽しく思えてきた」 保護者を増やそう！

子育て世代に対して「包摂」の地域の風土づくり･･･自治体、地域
人と人の繋がり

・情報発信の工夫
わかり易い、欲しい情報を届ける ⇒若い世代に響く サイト・ライン配信へ

◆子育ての孤立や負担の軽減◆


